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古
代
の
国
勢
調
査

　

今
年
は
、
五
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
実
施
の
年
で
し
た
。

人
口
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
第
一
回
と
比
較
す
る
と

近
年
は
大
よ
そ
二
倍
以
上
に
増
え
ま
し
た
が
、
現
在
は
横

ば
い
か
減
少
傾
向
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
昭
和
四
五
年
に

は
初
め
て
一
億
人
を
超
え
た
こ
と
、
年
齢
を
三
区
分
（
〇
〜

一
四
歳
、
一
五
〜
六
四
歳
、
六
五
歳
以
上
）
し
た
年
齢
別
人

口
な
ど
も
判
明
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
市
区
町
村

別
人
口
増
減
率
、
家
族
類
型
別
割
合
、
産
業
別
就
労
者
の

割
合
な
ど
も
解
る
よ
う
で
す
。

庚こ
う
ご
ね
ん
じ
ゃ
く

午
年
籍

　

実
は
似
た
よ
う
な
調
査
が
古
代
に
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

七
世
紀
の
後
半
、
天て
ん
む智
天
皇
九
年
（
六
七
〇
）
に
、
初
め

て
庚
午
年
籍
と
い
わ
れ
る
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

戸
籍
が
つ
く
ら
れ
た
背
景
は
、
唐
と
新
羅
の
連
合
軍
に
百

済
が
攻
撃
を
受
け
、
同
盟
国
で
あ
る
日
本
が
百
済
救
援
に

向
か
い
ま
し
た
が
、
六
六
三
年
に
白は

く
す
き
の
え

村
江
の
戦
い
で
大
敗

を
喫
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
内
で
権
力
を

集
中
し
、
よ
り
強
力
な
国
家
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
、
軍
事

体
制
を
確
立
す
る
政
策
の
一
環
と
し
て
戸
籍
制
度
を
導
入

し
、
徴
兵
で
き
る
態
勢
を
整
え
ま
し
た
。

　

庚こ
う
い
ん寅

年
籍
作
成
の
前
年
で
あ
る
六
八
九
年
、
持じ

と
う統

天
皇

は
戸
籍
の
作
成
と
同
時
に
、
成
人
男
子
の
四
人
に
一
人
の
割

合
で
兵
士
を
選
び
出
し
、
武
器
の
扱
い
な
ど
を
習
わ
せ
る

よ
う
命
じ
て
い
ま
す
。

６
年
に
１
度

　

下し
も
つ
け
の

毛
野
朝あ
そ
ん
こ
ま
ろ

臣
古
麻
呂
が
制
定
に
関
わ
り
、
七
〇
一
年
施

行
の
大
宝
律
令
で
は
、
戸
籍
は
六
年
に
一
度
つ
く
ら
れ
、
そ

の
基
本
台
帳
を
根
拠
に
口
分
田
を
分
け
与
え
ま
し
た
。
作

成
は
農
繁
期
を
避
け
て
、
十
一
月
〜
翌
年
の
五
月
末
ま
で
に

つ
く
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
作
成
に
必
要
な
紙
や

筆
は
、
原
則
と
し
て
登
録
さ
れ
る
人
々
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
国
司
が
必
要
な
数
量
を
算
出
し
て
各
戸

に
供
出
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
必

要
経
費
を
徴
収
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ

た
戸
籍
は
、
同
じ
も
の
を
三
部
作
成
し
、
一
つ
は
作
成
し
た

国
（
国
府
）
で
保
管
し
、
二
通
を
中
央
（
都
）
に
提
出
し

ま
す
。
中
央
で
一
通
は
民
政
を
管
理
す
る
民み

ん
ぶ
し
ょ
う

部
省
に
、
も

う
一
通
は
中な
か
つ
か
さ
し
ょ
う

務
省
が
保
管
し
、
天
皇
が
支
配
下
の
人
々
の
名

前
を
す
べ
て
御
覧
に
な
る
際
の
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

戸
籍
が
で
き
あ
が
っ
た
後
の
冬
に
は
、
田
地
の
調
査
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
次
の
年
の
冬
に
は

改
訂
さ
れ
た
最
新
の
戸
籍
に
基
づ
い
た
口
分
田
が
、
分
け

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
六
年
に
一
度
の
戸
籍
の
改
訂
と
田
籍
の

改
訂
が
継
続
し
て
行
わ
れ
な
い
と
律
令
体
制
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
税
を
集
め
る
た
め
の
台
帳
「
計け

い
よ
う帳

」
が
毎
年
つ

く
ら
れ
、
こ
れ
を
基
に
調
・
庸
・
雑ぞ

う
よ
う徭

と
い
っ
た
諸
負
担

の
量
が
算
出
さ
れ
ま
し
た
。
律
令
の
規
定
で
は
、
毎
年
六

月
末
ま
で
に
都
で
は
京き
ょ
う
し
き職
が
、
地
方
で
は
国
司
が
、
戸
主

み
ず
か
ら
が
自
己
申
告
し
た
戸
の
人
員
の
報
告
書
を
集
め
、

こ
れ
を
も
と
に
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地

方
で
は
人
々
が
自
ら
自
己
申
告
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
た

の
で
し
ょ
う
か
？
恐
ら
く
、
各
郡
の
郡
司
と
職
員
で
あ
る

書し
ょ
せ
い生

ら
が
、
巡
回
し
て
各
戸
を
調
査
し
、
帳
簿
を
作
成
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
郡
司
が
各
郡
内
で
用
意
し
た
基
礎

デ
ー
タ
（
各
戸
の
個
人
の
名
前
、
年
齢
、
性
別
）
を
国
司

が
管
轄
下
の
郡
を
廻
っ
て
集
め
、
そ
れ
ら
に
よ
り
計
帳
が
つ

く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
代
で
は
、
国
勢
調
査
指

導
員
（
全
国
で
約
一
〇
万
人
）、
国
勢
調
査
員
（
全
国
で
約

七
〇
万
人
）
が
、
総
務
大
臣
が
任
命
す
る
非
常
勤
の
国
家

公
務
員
と
し
て
デ
ー
タ
収
集
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

天
平
五
年
（
七
三
三
）、
下
野
薬
師
寺
の
改
修
工
事
の
際
、

平
城
京
右
京
三
条
三
坊
に
居
住
の
従じ
ゅ
う
ろ
く
い
の
じ
ょ
う
う
え
の
い
み
き
こ

六
位
上
於
伊
美
吉
子

首お
び
と（
七
九
歳
）
は
下
野
國
薬
師
寺
造
司
工
と
し
て
赴
任
し

て
き
ま
す
。
彼
の
家
族
構
成
は
、
平
城
京
の
役
人
に
よ
り

作
成
さ
れ
た
右
京
計
帳
と
し
て
正
倉
院
文
書
に
残
っ
て
い

ま
す
。

【
用
語
解
説
】

庚
寅
年
籍
・
・
・
持
統
天
皇
４
年
（
６
９
０
）
の
に
庚
寅
の
年
に
作

成
さ
れ
た
戸
籍
。
現
存
し
ま
せ
ん
。

中
務
省
・
・
・
律
令
制
で
太

だ
い
じ
ょ
う
か
ん

政
官
八
省
の
一
つ
。
主
に
宮
中
の
政
務

を
司
り
ま
し
た
。

民
部
省
・
・
・
律
令
制
で
太

だ
い
じ
ょ
う
か
ん

政
官
八
省
の
一
つ
。
主
に
財
政
担
当
。

諸
国
か
ら
貢
納
さ
れ
る
調
・
庸
な
ど
中
央
の
財
政
を
管
轄
す
る
主
計

寮
と
諸
国
の
田
租
な
ど
地
方
財
政
を
管
轄
す
る
主
税
寮
を
置
い
た
。

租
調
庸
・
・
・
租
は
米
、
調
は
繊
維
製
品
、
食
料
品
、
金
属
製
品
な

ど
の
特
産
物
、
庸
は
本
来
は
10
日
間
の
労
働
、
代
わ
り
に
特
産
物
な

ど
の
米
や
布
。
雑
徭
は
成
人
男
子
の
場
合
年
間
60
日
間
の
労
働
。
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